
(57)【要約】

【課題】　消化器系人工内臓に、非侵襲的に高効率でエ

ネルギーを供給するための消化管内に留置する経皮エネ

ルギー伝送装置およびその製造方法を提供する

【解決手段】　人工食道、人工括約筋、蠕動機能を持つ

食道ステントなどに対するエネルギーを供給する経皮エ

ネルギー伝送装置において、胃袋内に二次コイルを留置

し、クリップなどで固定することにより、皮膚を切開す

る必要がなく、内視鏡だけでの蠕動運動食道ステントな

どの装着が可能になることができる。二次コイルは円盤

状でも円筒状でも良い。内面をフェライトコアやアモル

ファスファイバーなどで磁気シールドすることにより、

エネルギー伝送効率を向上させることができる。また全

体を抗酸性素材でコーティングすることにより、胃液に

よる腐食を防ぐことができる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
人 工 食 道 、 蠕 動 運 動 ス テ ン ト 、 人 工 括 約 筋 な ど の 人 工 内 臓 、 及 び カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の よ う
な 消 化 管 内 を 移 動 す る 検 査 装 置 に 対 し 、 非 侵 襲 的 、 無 菌 的 に エ ネ ル ギ ー を 伝 送 す る こ と が
で き る こ と を 特 徴 と す る 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 に お い て 、 消 化 管 内 に 留 置 す る こ と に よ り 、 皮
膚 を 切 開 せ ず に 装 着 す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ～ ２ の い ず れ か に 記 載 の 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 に お い て 、 内 視 鏡 を 用 い て ク リ
ッ プ ・ 縫 合 糸 な ど に よ り 消 化 管 の 内 側 に 固 定 ・ 装 着 す る こ と が で き 、 皮 膚 を 切 開 せ ず に 非
侵 襲 的 に 消 化 管 内 に 固 定 で き る こ と を 特 徴 と す る 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 に お い て 、 消 化 管 内 に 留 置 す る
二 次 コ イ ル の 形 状 を 、 筒 状 に 成 形 す る か 、 も し く は 、 円 筒 状 に 変 形 す る こ と が 可 能 な 柔 軟
性 を 持 つ 素 材 で 構 成 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 な ど で 簡 単 に 消 化 管 内 へ 挿 入 す る こ と を 可 能
に し た 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 に お い て 、 体 外 に 設 置 す る 一 次
コ イ ル の 形 状 を 、 身 体 に 巻 き か か る よ う な 概 ベ ル ト 状 に 成 形 さ れ る 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装
置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 に お い て 、 体 外 に 設 置 す る 一 次
コ イ ル の 形 状 を 、 ８ の 字 状 に 成 形 し た 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 に お い て 、 体 外 に 設 置 す る 一 次
コ イ ル の 形 状 を 、 平 板 状 に 成 形 し た 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 に お い て 、 両 方 、 も し く は 片 方
の 背 面 、 ま た コ イ ル 内 部 に フ ェ ラ イ ト コ ア や ア モ ル フ ァ ス フ ァ イ バ ー を 用 い た 磁 気 シ ー ル
デ ィ ン グ に よ り 、 エ ネ ル ギ ー 伝 送 効 率 を 向 上 さ せ た 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ ～ 8の い ず れ か に 記 載 の 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 に お い て 、 二 次 コ イ ル を 筒 状 、
ま た は お 椀 上 に 成 形 し て そ の 内 部 に 電 子 回 路 を 配 置 す る こ と に よ り 、 電 力 損 失 を 少 な く す
る こ と で 小 型 化 を 具 現 化 さ せ た 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 １ ～ 9の い ず れ か に 記 載 の 消 化 管 内 に 留 置 す る 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 に お い て 、
外 面 を 抗 酸 性 の マ テ リ ア ル に よ っ て 胃 液 に 対 す る 耐 性 を 向 上 さ せ た 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装
置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 人 工 食 道 、 人 工 括 約 筋 、 蠕 動 運 動 食 道 ス テ ン ト な ど の 消 化 器 系 人 工 内 臓 お よ
び カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の よ う な 消 化 管 内 を 移 動 す る 検 査 装 置 に エ ネ ル ギ ー を 送 る た め に 用 い
る 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 人 工 心 臓 な ど の 人 工 内 臓 に エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る 装 置 と し て は コ イ ル 状 等 の 経 皮
エ ネ ル ギ ー 伝 送 シ ス テ ム が 用 い ら れ て い た 。 こ れ は 皮 膚 を 切 開 し て 、 皮 下 に 埋 め 込 ま れ る
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も の で 、 皮 膚 を 介 し た 二 つ の コ イ ル を 用 い て 、 体 内 に 電 磁 的 に エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 技 術 は 、 例 え ば 非 特 許 文 献 １ な ど に 開 示 さ れ て い る 。 非 特 許 文 献 １ に は 、 人
工 心 臓 の た め の 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 が 記 載 さ れ て い る 。 し か し 、 こ の 非 特 許 文 献 １ の
方 法 で は 、 皮 膚 を 切 開 し て 体 内 に 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 を 埋 め 込 ま な け れ ば な ら な い の
で 感 染 症 の 発 生 す る 危 険 性 が あ る と い う 欠 点 が あ る 。 人 工 内 臓 の 場 合 、 感 染 症 が 発 生 す れ
ば 、 感 染 し た 人 工 物 を 摘 出 し な け れ ば 絶 対 に 治 癒 し な い の で 大 き な 問 題 に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 人 工 心 臓 の よ う に 、 元 々 皮 膚 を 切 開 し て 埋 め 込 ま れ る 人 工 内 臓 な ら 、 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝
送 装 置 を 同 時 に 埋 め 込 む こ と が で き る が 、 我 々 が 開 発 し て い る 蠕 動 運 動 食 道 ス テ ン ト （ 特
許 文 献 １ ） ： 特 願 ２ ０ ０ ４ － ３ ３ ９ ４ ５ ９ ） な ど の 消 化 管 の 内 部 に 装 着 さ れ る 人 工 内 臓 で
は 、 ど こ も 皮 膚 を 切 開 す る こ と は な く 内 視 鏡 だ け で 挿 入 す る こ と が 可 能 で あ り 、 経 皮 エ ネ
ル ギ ー 伝 送 装 置 を 装 着 す る た め だ け に 、 別 途 皮 膚 を 切 開 し て 留 置 す る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た カ プ セ ル 型 検 査 装 置 の よ う な シ ス テ ム は 、 駆 動 エ ネ ル ギ ー が 検 査 前 に 内 蔵 バ ッ テ リ
ー に 蓄 え ら れ た 量 だ け で は 間 に 合 わ な い の で 、 検 査 中 に 外 部 か ら エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る 必
要 が あ る が 、 こ れ ま で の 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 で は 効 率 が 低 く 充 分 な エ ネ ル ギ ー が 供 給
で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ な ど に 開 示 さ れ て い る 過 去 に 開 発 さ れ た 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 は 伝
送 効 率 が 低 く 大 き な エ ネ ル ギ ー が 必 要 で あ る と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 っ て 過 去 の 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 は 全 て 蠕 動 運 動 ス テ ン ト な ど の 無 切 開 で 取 り 付 け
る 事 が 可 能 な 人 工 内 臓 や カ プ セ ル 内 視 鏡 に 対 し て 充 分 な エ ネ ル ギ ー を 無 菌 的 に 送 る こ と は
で き な い と 言 う 問 題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 願 ２ ０ ０ ４ － ３ ３ ９ ４ ５ ９
【 非 特 許 文 献 １ 】 Weiss WJ, Rosenberg G, Snyder AJ, Pae WE, Richenbacher WE, Pierc
e WS. In vivo performance of a transcutaneous energy transmission system with th
e Penn State motor driven ventricular assist device.　 ASAIO Trans. 1989 Jul-Sep;
35(3):284-8.
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の よ う に 従 来 の 技 術 で 開 発 さ れ た 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 で は 、 皮 膚 を 切 開 し て 埋
め 込 み 手 術 を 行 う 必 要 が あ り 、 感 染 症 発 生 の 危 険 が あ り 、 患 者 の 苦 痛 が 大 き い と い う 問 題
が あ っ た 。 ま た 、 伝 送 効 率 が 充 分 で な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 体 外 の 一 次 コ イ ル の 位 置 ず れ に よ り 著 し く 伝 送 効 率 が 低 下 す る た め 、 常 に 同 じ
箇 所 に 取 り 付 け て お か ね ば な ら ず 、 皮 膚 と の フ ィ ッ テ ィ ン グ や 褥 創 の 問 題 が 発 生 す る と い
っ た 問 題 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 従 来 の 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 で は 、 皮 膚 を 切 開 し 体 内 に 留 置 し て い
た 二 次 コ イ ル を 、 皮 膚 を 切 開 す る こ と な く 消 化 管 内 に 留 置 し 、 人 工 食 道 、 蠕 動 運 動 ス テ ン
ト 、 人 工 括 約 筋 な ど の 人 工 内 臓 お よ び カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の よ う な 消 化 管 内 を 移 動 す る 検 査
装 置 に 対 し 、 非 侵 襲 的 、 無 菌 的 、 か つ 高 効 率 に エ ネ ル ギ ー を 伝 送 す る こ と が で き る こ と を
特 徴 と す る 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 更 に 胃 袋 内 に 留 置 す る 二 次 コ イ ル の 形 状 を 、 筒 状 に 成 形 す る か 、 も し く は 、 円 筒 状 に 変
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形 す る こ と が 可 能 な 柔 軟 性 を 持 つ 素 材 で 構 成 し 、 内 部 に 電 子 回 路 を お い て い っ た い 成 形 す
る こ と に よ り 、 内 視 鏡 な ど で 簡 単 に 非 侵 襲 的 に 消 化 管 内 へ 挿 入 す る こ と を 可 能 に し た 経 皮
エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 腹 部 に 巻 き か か る よ う な 概 略 ベ ル ト 状 、 あ る い は 概 略 ８ の 字 状 、 平 板 状 に 形 成 し 、 外 面
、 も し く は 内 面 に フ ェ ラ イ ト コ ア や ア モ ル フ ァ ス フ ァ イ バ ー を 用 い た 磁 気 シ ー ル デ ィ ン グ
を 用 い た 方 法 論 に よ り 、 体 内 の 二 次 コ イ ル に 位 置 に 大 き く 依 存 せ ず 、 エ ネ ル ギ ー 伝 送 効 率
を 向 上 さ せ た 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
更 に 、 胃 袋 内 に 留 置 す る こ と に よ る 胃 液 の 腐 食 を 防 ぐ た め に 、 抗 酸 性 に 優 れ た 素 材 を 用 い
た コ ー テ ィ ン グ に よ り 、 腐 食 に 耐 え る 安 定 性 に 優 れ た 二 次 コ イ ル が 得 ら れ 、 胃 袋 内 に 留 置
す る こ と に よ り 、 皮 膚 を 切 開 せ ず に 消 化 管 の 内 側 に 装 着 す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す
る 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 が 得 ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 の エ ネ ル ギ ー 受 信 装 置 を 内 視 鏡 な ど で 簡 単 に
消 化 管 内 へ 挿 入 す る こ と が で き 、 皮 膚 を 切 開 す る こ と な く 、 蠕 動 す る 人 工 食 道 ス テ ン ト や
、 人 工 括 約 筋 、 人 工 食 道 な ど に 、 無 菌 的 に エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 エ ネ ル ギ ー 伝 送 効 率 が 向 上 し 、 従 来 の 機 器 の よ う に エ ネ ル ギ ー 送 信 装 置 を 常 に 同
じ 位 置 に 装 着 す る 必 要 が 無 く 、 皮 膚 に 優 し い シ ス テ ム が 得 ら れ る 。
　 　 更 に 抗 酸 性 に 優 れ た 素 材 を 用 い た コ ー テ ィ ン グ に よ り 、 胃 酸 に よ る 腐 食 に 耐 え る 安 定
性 に 優 れ た シ ス テ ム が 具 現 化 さ れ 、 消 化 管 内 で は 比 較 的 設 置 す る 領 域 の 大 き い 胃 袋 内 に エ
ネ ル ギ ー 受 信 装 置 を 設 置 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ は 本 発 明 に よ る 胃 袋 内 装 着 型 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 を 蠕 動 す る 人 工 食 道 ス テ ン ト
と 組 み 合 わ せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 動 物 実 験 中 の 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 シ ス テ ム 筒 状 二 次 コ イ ル の 写 真 で あ る 。 胃 袋 内
に 挿 入 、 装 着 さ れ た 二 次 コ イ ル を 、 胃 壁 を 切 開 し て 露 出 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 手 術 で き な い 進 行 し た 食 道 癌 で は 、 患 者 が 食 事 が で き る よ う に 癌 に よ る 狭 窄 病 変 部 の 食
道 を 広 げ る ス テ ン ト に よ る 治 療 が 行 わ れ る が 、 ス テ ン ト 内 部 に 食 物 が 詰 ま れ ば 食 道 ス テ ン
ト は 閉 塞 し 、 患 者 は 唾 液 も 飲 み 込 め な く な り 、 吐 き な が ら 救 急 外 来 を 訪 れ て 内 視 鏡 で 食 物
塊 を 取 り 除 く こ と に な る 。 そ こ で ス テ ン ト 内 部 が 蠕 動 運 動 を 行 っ て 食 物 を 飲 み 込 む こ と が
で き る 人 工 食 道 ス テ ン ト が 発 明 さ れ 特 許 が 申 請 さ れ た 。 （ 特 許 文 献 １ ： 特 願 ２ ０ ０ ４ － ３
３ ９ ４ ５ ９ ）
　 蠕 動 食 道 ス テ ン ト と 組 み 合 わ さ れ た 本 発 明 で あ る 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 は 胃 袋 内 部 に
留 置 さ れ る の で 内 視 鏡 だ け に よ る 装 着 が 可 能 で 、 皮 膚 を 切 開 す る 必 要 が な い の で 侵 襲 が 少
な く 感 染 症 発 生 の 危 険 が な い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ は 、 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 部 の 一 次 コ イ ル の 形 態 を 変 化 さ せ た 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 図 ４ は 本 実 施 例 の エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 の 概 念 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 二 次 コ イ ル は 筒 状 に 形 成 さ せ 、 一 次 コ イ ル は 身 体 に 巻 き 係 る よ う ベ ル ト 状 に 形 成 さ れ て
い る 。 こ れ に よ り 、 患 者 は ベ ル ト を 巻 く よ う に 簡 便 に 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 を 身 に つ け
る こ と が で き る 。 ま た 二 次 コ イ ル は 小 型 の 筒 状 な の で 内 視 鏡 に て 簡 単 に 胃 袋 内 に 挿 入 で き
、 ク リ ッ プ な ど で 胃 壁 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 筒 状 の 二 次 コ イ ル の 内 側 に は フ ェ ラ イ ト コ ア 及 び ア モ ル フ ァ ス フ ァ イ バ ー な ど に て 磁 気
シ ー ル デ ィ ン グ が 施 さ れ て お り 、 エ ネ ル ギ ー 伝 送 効 率 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 例 は 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 に 応 用 し た 場 合 の 実 施 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 実 施 例 ２ と 同 様 に 体 外 に 装 着 す る 一 次 コ イ ル を ベ ル ト 状 に 成 形 し 、 装 着 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 の 内 部 に エ ネ ル ギ ー 受 信 の た め の 二 次 コ イ ル を 装 備 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 例 の 形 態 に よ れ ば 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 が 移 動 中 に 向 き が 変 更 さ れ 、 内 蔵 さ れ た コ イ
ル が 体 外 の 一 次 コ イ ル の 発 す る 磁 界 に 対 し て 電 流 が 流 れ る 向 き と な れ ば 、 カ プ セ ル 内 視 鏡
に 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 す な わ ち 、 消 化 管 内 を 移 動 中 に 、 方 向 が あ っ た 瞬 間 に 必 ず 電 力 を 受 信 す る こ と が で き る
の で 、 移 動 の 途 中 で 充 電 す る こ と が 可 能 に な り 、 排 出 ま で の 間 に 多 大 な 情 報 が 得 ら れ る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 体 外 に 取 り 付 け る 一 次 コ イ ル の 形 状 を 概 ８ の 字 状 に 形 成 し た 場 合 の 実 施 例 で あ る 。 図 ５
は 本 実 施 例 の 伝 送 装 置 の 概 念 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 実 施 例 の 形 態 に よ れ ば 、 従 来 の 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 の よ う に 一 次 コ イ ル と 二 次 コ
イ ル を 常 に 同 じ 位 置 で 保 つ 必 要 が な く 、 位 置 ず れ が 生 じ て も 高 効 率 の エ ネ ル ギ ー 伝 送 を 維
持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 実 施 例 は あ く ま で 例 示 で あ り 、 本 発 明 に 用 い る 人 工 内 臓 と し て は 、 実 施 例 に 記 載
し た 蠕 動 す る 人 工 食 道 ス テ ン ト に 限 ら ず 、 全 置 換 型 人 工 食 道 、 人 工 括 約 筋 な ど の 人 工 内 臓
、 あ る い は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 な ど の カ プ セ ル 型 検 査 機 器 に エ ネ ル ギ ー を 送 る シ ス テ ム で
あ っ て も 良 い 。 さ ら に カ プ セ ル 内 視 鏡 に 限 ら ず 消 化 管 の 診 断 治 療 シ ス テ ム で あ る な ら ば 、
特 に エ ネ ル ギ ー を 伝 送 す る シ ス テ ム の 種 類 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 は 、 人 工 食 道 、 人 工 食 道 ス テ ン ト 、 人 工 括 約 筋 等
の 様 々 な 人 工 臓 器 の 分 野 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 本 発 明 に よ っ て 製 造 さ れ た 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 な ど の よ
う に 体 内 を 移 動 す る カ プ セ ル 型 検 査 装 置 な ど 対 す る エ ネ ル ギ ー 伝 送 と し て も 広 く 用 い る こ
と が 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 と 蠕 動 機 能 を 持 つ 食 道 ス テ ン ト の 概
念 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 動 物 実 験 中 の 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 シ ス テ ム 筒 状 二 次 コ イ ル の 写 真 で あ る 。 胃 袋 内
に 挿 入 、 装 着 さ れ た 二 次 コ イ ル を 、 胃 壁 を 切 開 し て 露 出 さ せ て い る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に よ る 経 皮 エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 の 他 の 形 態 で あ る 。
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【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の エ ネ ル ギ ー 伝 送 装 置 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 体 外 に 装 着 す る 一 次 コ イ ル を ８ の 字 状 に 形 成 し た 場 合 の 概 念 図 で あ る 。
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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